
防音壁の透明化、高架下利用および西側通路の
方針について

資料５

八雲町役場新幹線推進室（令和4年5月19日）



資料１

八雲町役場新幹線推進室（令和4年5月19日）※機構提供資料に一部追記

コンクリート製防音壁 ポリカーボネート製防音壁

新幹線からの眺望 ・車両からの景観向上
・地域の象徴アピール（牧場・駒ヶ岳・噴火湾・羊蹄山・アンヌプリ）

新幹線の見え方 ・新幹線のシンボル性の向上

（１）期待される透明板化の効果

高架橋外観

実施例
180ｍ透明化
自治体負担7,014万円

1

・駅舎部分を除く明かり区間約5kmを全て透明化した
場合、7,014万円/180m×5,000m=194,833万円
約19.5億円を町で負担することとなる
・さらに更新費用等についても町での負担
・投資効果を考えても町で負担することは極めて困難
➡町としては、防音壁の透明化はしない方針としたい



資料１

高架下の利用については、鉄道運輸機構、JR北海道との協議が必要

八雲町役場新幹線推進室（令和4年5月19日） 2※高架下利用を検討するための資料であり、各々の規模や位置等が確定したものではありません
※高架構造駅整備を前提に作成
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自由通路出入口
●31台駐車可能 ・上図のように最大約2,000㎡は使用不可

・仮に賃借料1,000円/㎡で1,000㎡使用できた場合、
年間100万円の賃借料を毎年支払う必要有
・仮に500円/日とし、15台/日を365日稼働すれば
約270万円の売上が期待できるが・・・。
➡町としては主に財政面から高架下を利用しない
方針としたい



資料１

八雲町役場新幹線推進室（令和4年5月19日） 3※高架下利用を検討するための資料であり、各々の規模や位置等が確定したものではありません
※高架構造駅整備を前提に作成

一般駐車場（10台）

短期駐車場

（6台）

← 40m →

観光案内・

物販

スペース？

高架下出入口

2

0

m

← 10m →← 40m →← 10m →

駅

舎

出

入

口

駅裏出入口

自

由

通

路

入口 出口
●一般駐車スペース

 3m×6m

自由通路出入口
●31台駐車可能

西側へつながる通路

・本線に対して西側（山側）について、行き来で
きることでのメリットが特段ない
➡町としては西側への通路を設定しない方針とし
たい


